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7 「こうちの100年をひらこう」こうち100年クラブの提言書(2002.3) 
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8 「人口減少下の社会資本整備」(2002.11) 編者・著者代表 丹保 憲仁、土木学会 
出所：国立社会保障・人口問題研
究所
























































































































                                                 
9 「高齢化大好機」(2003.4)堺屋太一 





































                                                 















ては、「少子高齢化 ⇒ 過疎化 ⇒ 産業の衰退 ⇒ 自治体財政の逼迫 ⇒ 環境の




                                                 
12 「環境自治体2002年 4月号（少子高齢化と脱物質化とi-community)㈱NTTデータ経営研究所 萩原一平 














一般高齢者 2,303人 11.9% 43.9%55.8% 26.8% 11.0%37.8%6.3%
活動的高齢者 2,302人 25.2% 65.2%90 4% 4.9% 0.0%4.9%4.7%
一般高齢者 2,385人 11.5% 43.1%54 6% 30.1% 7.7%37.8%7.6%















一般高齢者 1,287人 24.2% 21.9% 24.2% 70.2% 1.3%
活動的高齢者 2,081人 34.2% 40.4% 24.2% 77.6% 2.5%
一般高齢者 1,302人 25.7% 23.0% 20.3% 71.0% 0.9%




















































































































































                                                 
14 堺屋 太一 著 (1980/01) 文藝春秋 
15 「高齢化大好機」(2003.4)堺屋太一 
楽しく    仲間と共に生きがいをもって人生を楽しむ場 
豊かに  豊かな自然環境(きれいな空気、美味い水、美しい緑)と豊かな生活空間 














































































































生徒数が 109,873人）である(表 4)。 
 
 

















小学校数 23,560校 4,125校 18% 325校 148校 46% 171校 53%
小学校児童数7,124,712人 215,477人 3% 43,274人 3,611人 8% 6,280人 15%
中学校数 10,316校 1,565校 15% 135校 48校 36% 67校 50%
















東部及び香北地域 室戸、安芸、馬路など 24 492 21
嶺北地域 大豊、土佐町、大川、本川など 28 424 15
高知土佐周辺地域 伊野、吾北など 15 285 19
中部広域地域 中土佐、窪川、梼原など 33 1,264 38















































































































図 8 公立小学校の規模別分布の比較 
 










                                                 































































図 9 高知県公立小中学校の児童生徒数推移 
＜小学校＞
年度 学校数 教員数 児童数 学級数
1961年 476 3,829 106,518 3,249
2000年 326 3,751 44,279 2,261
増減率 ▲32% ▲2% ▲58% ▲30%
＊平成14年度：僻地校148校でその児童数3611人
＜中学校＞
年度 学校数 教員数 生徒数 学級数
1961年 228 2,591 63,426 1,568
2000年 137 2,353 21,968 895
増減率 ▲40% ▲9% ▲65% ▲43%
＊平成14年度：僻地校48校でその生徒数1782人

























                                                 













































































































































































                                                 
22 添付資料 2参照 











































    高知市児童数
　　高知市以外児童数
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表 7 地方教育費 
（単位：千円）
消費的支出 資本的支出 債務償還費
学校教育費 14,793,453,45112,251,935,581 1,465,460,978 1,076,056,892
　　小学校教育費(児童数：7,2 6,559,606,065 5,424,045,561 675,510,977 460,049,527
          国庫補助金 1,905,946,048 1,791,538,776 114,361,349 45,923
　　　　　都道府県支出金 2,462,985,036 2,446,220,310 14,568,420 2,196,306
　　　　　市町村支出金 2,002,086,617 1,180,578,424 365,327,745 456,180,448
　　　　　地方債他 188,588,364 5,708,051 181,253,463 1,626,850
　　中学校教育費(生徒数：3,8 3,736,977,853 3,052,525,928 368,122,910 316,329,015
          国庫補助金 1,109,297,269 1,045,568,101 63,726,664 2,504
　　　　　都道府県支出金 1,414,288,060 1,406,196,933 6,313,115 1,778,012
　　　　　市町村支出金 1,109,032,381 593,966,036 201,321,061 313,745,284
　　　　　地方債他 104,360,143 6,794,858 96,762,070 803,215
    幼稚園・高等学校他 4,496,869,5333,775, 64,092 421,827,091 299,678,350
社会教育費 2,514,796,146 1,291,735,733 647,876,776 575,183,637
教育行政費 1,067,460,029 1,012,515,384 36,810,912 18,133,733















































図17 平成13年度 地方教育費消費的支出内訳 図16平成13年度地方教育費 
（単位：千円）
消費的支出 資本的支出 債務償還費
公費合計 10,003,635,411 8,464,068,580 765,618,354 773,948,477
　　国庫補助金 3,015,243,317 2,837,106,877 178,088,013 48,427
　　都道府県支出金 3,877,273,096 3,852,417,243 20,881,535 3,974,318
　　市町村支出金 3,111,118,998 1,774,544,460 566,648,806 769,925,732
地方債その他 292,948,507 12,502,909 278,015,533 2,430,065
学校義務教育費合計 10,296,583,918 8,476,571,489 1,043,633,887 776,378,542
国(負担比率） 32% 34% 44% 0%
県(負担比率） 38% 45% 2% 1%
市町村(負担比率） 30% 21% 54% 99%
出所：平成13年度地方教育費調査報告書（文部科学省）
地方全体











学校教育費 119,869,651100,795,868 9,494,554 9,759,229
　　小学校教育費(児童数：44, 51,102,622 43,724,826 3,356,847 4,020,9491,154
          国庫補助金 15,703,370 15,266,790 436,580 0
　　　　　都道府県支出金 20,447,51020,418,670 28,840
　　　　　市町村支出金 13,846,971 7,986,250 1,839,772
　　　　　地方債他 1,104,771 53,116 1,080,495
　　中学校教育費(生徒数：21, 29,581,316 24,856,429 2,059,901 2,664,9861,347
          国庫補助金 9,308,124 8,928,816 379,308
　　　　　都道府県支出金 12,141,64512,103,602 38,043
　　　　　市町村支出金 7,174,144 3,750,391 758,767
　　　　　地方債他 957,403 73,620 883,783
    幼稚園・高等学校他 39,185,71332,214,613 4,077,806 3,073,294
社会教育費 32,114,6738,197,995 19,690,085 4,226,593
教育行政費 13,794,7011,926,243 1,857,987 10,47116,838円





























表 10 学校教育費の内義務教育費 
（単位：千円）
消費的支出 資本的支出 債務償還費
公費合計 78,621,764 68,454,519 3,481,310 0
　　国庫補助金 25,011,494 24,195,606 815,888 0
　　都道府県支出金 32,589,155 32,522,272 66,883 0
　　市町村支出金 21,021,115 11,736,641 2,598,539 0
地方債その他 2,062,174 126,736 1,964,278 0
学校義務教育費合計 80,683,938 68,581,255 5,445,588 0
国(負担比率） 34% 35% 51% 0%
県(負担比率） 40% 47% 1% 0%




































































































                                                 
25 「イノベーターの条件」(2000.12)P.F.ドラッカー、ダイヤモンド社 





































                                                 
27 「地域再生の経済学」(2002.9)神野直彦 中央公論新社 
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28
木村素衛「国家における文化と教育」(1967) 岩波書店 

























































































































































第4章 新広域学校システムの提案  






















































































































































































































































先に英国式の Boarding School を標榜するものではないと述べたが、ある英国の寄宿
制学校のパンフレットには、“The boarding gives the school a centre of gravity and helps to 




Housemaster / Housemistress が子どもと共に寄宿舎に住み、運営の全責任を受け持ち、
子どもの個人的な悩みから勉強まで相談にのるポジションを受け持っている。そして









                                                 
32 「GTT通信Vol.19」(2000.9) ギャビタス日本事務所 代表者 渡邊和子 
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(組合立） ◎ ◎ ◎ × × × × △ × ◎
国立大附属
校 ○ ◎ △ △ △ × × △ × ◎
コミュニティ・
スクール ○ ◎ △ △ ◎ ◎ × ○ ○ ◎
学校法人へ
の △/× △ △ ○ ○ △ × ○ △ ○
公私協力型
私学 ○ △ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○
学校法人によ


















































































































































































































































































































                                                 
45 「イギリス授業崩壊からの脱出」（2002.5）NHKスペシャルより 




















































 5-1 高知県のバックグラウンド 
高知県のかたち 
高知県の人口は、昭和30年の国勢調査時の 882,683人をピークにその後減少を続け、














平成 11 年のデータでは高知県の小学生の約1,200 名が、そして中学生では約1,500
名が遠距離通学をしている50。 
                                                 
47 平成 12年 10月 1日現在 国勢調査 
48 平成 11年度 県民経済計算 経済社会総合研究所 
49 100人未満/校を小規模校と定義した 




























項　目 普通規模校 小規模校 合　　計
学校数(校） 157 171 328
児童数(人） 39,129人 6,280人45,409人
本務教員数(人） 2,498人 1,293人3,791人
教員数/児童100人 6人 21人 8人
児童数/教員 16人 5人 12人
学校数(校） 79 67 146
生徒数(人） 23,704人 2,676人26,380人
本務教員数(人） 1,589人 716人2,305人
教員数/生徒100人 7人 27人 9人
生徒数/教員 15人 4人 11人
＊小規模校とは100人以下の児童生徒数の学校とした
出所：学校教育費は平成13年度地方教育費調査報告書（文部科学省）より
       児童生徒数は平成14年度学校基本統計(高知県教育委員会）より
小学校
中学校
 表 11 高知県の学校 
 80
































































































































































































1年生 2 20 40人
2年生 2 20 40人
3年生 2 20 40人
4年生 2 20 40人
5年生 2 20 40人
6年生 2 20 40人
教員 27人
職員 11人
小計 12 120 240人 27人 11人
1年生 3 20 60人
2年生 3 20 60人
3年生 3 20 60人
教員 23人
職員 5人
小計 9 60 180人 23人 5人









































































































3  高知工科大学寄附講座「自然と共生する居住環境の創出」(2001.4) 




8 「人口減少下の社会資本整備」(2002.11) 編者・著者代表 丹保 憲仁、土木学会 
9 「高齢化大好機」(2003.4)堺屋太一 
10 平成 15年度版厚生労働白書 
11 「平成9 年度高齢者対策総合調査」 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査結果について、
内閣府 
12 「環境自治体2002年 4月号（少子高齢化と脱物質化とi-community)㈱NTTデータ経営研究所    
萩原一平 
14 「団塊の世代」堺屋 太一 著 (1980/01) 文藝春秋 
15 「高齢化大好機」(2003.4)堺屋太一 
16 「少子・高齢化社会に適合する持続型コミュニティの創出」(2004.2)高知工科大学教授岡村甫、    
高知工科大学助手小窪幸恵 
17 「少子化と教育について（報告）」(2000.4)中央教育審議会 




26 「地域再生の経済学」(2002.9)神野直彦 中央公論新社 
28 木村素衛「国家における文化と教育」(1967) 岩波書店 
29 「教育を経済学で考える」(2003.2) 小塩隆士 日本評論社 
30 早稲田大学法学部水島ゼミ公開資料より 
32 「GTT通信 Vol.19」(2000.9) ギャビタス日本事務所 代表者 渡邊和子 
33 Brochures (Sept.2001-Jul.2002) of the Licensed Victuallers’ School, Ascot Berkshire, England 
37 「教育指標の国際比較」平成15年版(文部科学省) 
















































1987 341 65,304 143 34,451
1988 340 63,281 143 33,344
1989 339 61,328 111 1 1 143 32,125 02 0 0
1990 336 59,889 213 3 4 142 30,429 46 2 2
1991 336 58,285 113 1 5 142 29,422 06 0 2
1992 335 56,995 014 1 6141 28,001 06 1 3
1993 334 56,152 316 1 7141 26,470 06 0 3
1994 333 54,528 015 1 8141 25,440 06 0 3
1995 332 52,640 217 1 9141 24,917 06 1 4
1996 329 50,316 317 3 12140 25,112 05 1 5
1997 327 48,222 117 2 14 140 24,725 05 0 5
1998 328 46,476 118 1 15 136 23,949 05 5 10
1999 325 45,228 319 3 18137 23,035 05 0 10
2000 326 44,279 524 0 18137 21,968 16 0 10
2001 325 43,554 731 1 19132 21,027 48 6 16





























市町村 昭３５ 昭４０ 昭４５ 昭５０ 昭５５ 平２ 平７ 平１２ 平３２昭35→平７ 平７→平32
1960 1965 1970 1975 1980 1990 1995 2000 2020（35年間） （25年間）
室戸市 30,498 28,746 27,445 26,660 26,08623,308 21,430 19,472 11,697▲ 9.7 ▲45.4
安芸市 30,370 26,605 24,498 24,480 25,02223,739 22,377 21,321 15,933▲26.3 ▲28.8
土佐清水市 29,944 26,725 24,122 24,856 24,25221,182 19,582 18,512 13,161▲34.6 ▲32.8
東洋町 8,102 6,596 5,812 5,216 4,9434,413 4,068 3,744 2,278▲49.8 ▲44.0
奈半利町 6,914 6,223 5,084 5,008 4,8744,527 4,291 4,027 2,837▲37.9 ▲33.9
田野町 5,124 4,886 4,323 4,279 4,1493,682 3,575 3,315 2,161▲30.2 ▲39.6
安田町 6,141 5,481 5,031 4,563 4,4284,055 3, 26 3,535 2,261▲37.7 ▲40.9
北川村 6,000 3,458 2,584 2,123 1,907,706 1,650 1,591 1,275▲72.5 ▲22.7
馬路村 3,425 2,774 2,134 1,907 1,7401,313 1,242 1,195 991▲63.7 ▲20.2
赤岡町 4,954 4,609 4,204 4,216 4,0523,722 3,599 3,388 2,397▲27.4 ▲33.4
夜須町 5,904 5,470 5,117 4,905 4,8794,742 4,458 4,281 3,348▲24.5 ▲24.9
香北町 9,617 8,310 7,009 6,310 6,1445,875 5,733 5,596 4,666▲40.4 ▲18.6
物部村 11,052 8,779 6,724 5,584 4,8253,752 3,392 3,152 1,921▲69.3 ▲43.4
本山町 8,476 7,343 7,052 6,265 6,0115,215 4,901 4,657 3,250▲42. ▲33.7
大豊町 18,231 15,776 12,440 11,018 9,4117 760 6 979 6,378 3,722▲61. ▲46.7
鏡村 3,243 2,760 2,224 1,941 1,8061,716 1,712 1,644 1,305▲47.2 ▲23.8
土佐山村 2,286 1,828 1,699 1,557 1,3831,334 1, 47 1,323 1,249▲41.1 ▲7.3
土佐町 9,440 8,470 8,099 6,679 6,6635,566 5,292 5,035 3,718▲43.9 ▲29.7
大川村 4,114 3,212 1,900 933 906 758 680 569 234▲83.5 ▲65.6
本川村 2,507 2,003 1,766 1,513 1,716 1,102 930 759 304▲62.9 ▲67.3
池川町 7,058 5,699 4,419 3,779 3,4612,744 2,641 2,432 1,485▲62.6 ▲43.8
吾川村 7,332 6,178 5,057 4,567 4,3713,646 ,371 3,072 1,827▲54.0 ▲45.8
吾北村 8,977 7,413 6,036 5,203 4,6844,093 3,705 3,358 1,742▲58. ▲53.0
中土佐町 10,710 9,705 9,090 8,901 8,8258,046 7,516 7,011 4,250▲29.8 ▲43.5
越知町 11,884 10,624 9,611 9,032 9,0528,234 7,803 7,411 5,373▲34. ▲31.1
窪川町 24,813 21,534 19,009 17,817 17,64616,480 15,606 14,842 10,805▲37.1 ▲30.8
檮原町 9,850 8,477 7,011 6,170 5,7505, 20 4,998 4,860 4,029▲49.3 ▲19.4
大野見村 3,474 2,798 2,221 2,002 1,9281,806 1, 05 1,711 1,226▲48.0 ▲32.1
東津野村 5,769 5,036 4,080 3,615 3,5373,080 2,924 2,833 2,310▲49. ▲21.0
葉山村 7,480 6,182 5,546 5,223 5,1754,920 4,630 4,425 3,324▲38.1 ▲28.2
仁淀村 6,396 5,254 4,260 3,981 3,8403, 28 2,907 2,685 1,679▲54.5 ▲42.2
佐賀町 6,257 5,812 5,016 4,863 4,9864,729 4, 29 4,189 2,566▲26.0 ▲44.6
大正町 6,767 5,829 4,585 4,044 3,9913,630 3,613 3,429 2,475▲46.6 ▲31.5
大月町 13,688 11,465 9,341 8,873 8,8657,941 7,422 6,956 4,771▲45.8 ▲35.7
十和村 7,004 6,157 5,468 5,108 4,8014,116 3,862 3,573 2,279▲44.9 ▲41.0
西土佐村 8,469 6,950 5,806 5,177 4,8494,250 4,061 3,816 2,585▲52.0 ▲36.3
三原村 3,351 2,962 2,427 2,300 2,1952, 05 ,986 1,871 1,297▲40.7 ▲34.7
計(37)355,621 308,129 268,250 250,668 243,153 217,335 204,543 191,968 132,731▲42.5 ▲ 5.1
出所：総務省統計局並びに日本統計協会「市町村の将来人口」































総　数 総　数 増　減 増減率（％）予測総数 95年比増減率 予測総数 95年比増減率
　総　数 816,704 813,949 ▲ 2,755 ▲0.3%792,734 ▲3.0% 750,889 ▲8.0%
　０～４歳 35,934 33,910 ▲ 2,024 ▲5.6%30,373 ▲15.0% 27,628 ▲23.0%
　５～９歳 40,849 36,623 ▲ 4,226 ▲10.3%3 ,593 ▲20.0% 29,735 ▲27.0%
１０～１４歳 49,050 41,207 ▲ 7,843 ▲16.0%35,170 ▲28.0% 31,566 ▲36.0%
１５～１９歳 51,159 45,875 ▲ 5,284 ▲10.3%35,291 ▲ 1.0% 32,010 ▲37.0%
２０～２４歳 47,147 43,265 ▲ 3,882 ▲8.2%33,357 ▲29.0% 29,452 ▲38.0%
２５～２９歳 41,751 50,959 9,208 22.1%42,599 2.0% 33,097 ▲21.0%
３０～３４歳 44,723 43,298 ▲ 1,425 ▲3.2%49,072 10.0% 37,870 ▲15.0%
３５～３９歳 48,430 45,336 ▲ 3,094 ▲6.4%54,259 12.0% 45,487 ▲6.0%
４０～４４歳 57,267 48,646 ▲ 8,621 ▲15.1%44,588 ▲22.0% 50,794 ▲11.0%
４５～４９歳 69,178 57,142 ▲ 12,036 ▲17.4%45,791 ▲3 .0% 55,022 ▲20.0%
５０～５４歳 55,202 68,799 13,597 24.6%48,526 ▲12.0% 44,579 ▲19.0%
５５～５９歳 50,799 55,033 4,234 8.3%56,919 12.0% 45,588 ▲10.0%
６０～６４歳 56,552 50,697 ▲ 5,855 ▲10.4%68,792 22.0% 48,489 ▲14.0%
６５～６９歳 55,203 54,778 ▲ 425 ▲0.8%53,489 ▲3.0% 55,265 0.0%
７０～７４歳 43,365 51,500 8,135 18.8%46,011 6.0% 62,355 44.0%
７５～７９歳 30,425 38,533 8,108 26.6%45,458 49.0% 44,399 46.0%
８０～８４歳 21,622 24,456 2,834 13.1%36,680 70.0% 32,801 52.0%
８５～８９歳 11,572 14,737 3,165 27.4%33,768 95.0% 44,751 158.0%
９０～９４歳 4,587 5,938 1,351 29.5%
９５～９９歳 1,069 1,554 485 45.4%
124 233 109 87.9%
高知県全県人口 816,704 813,949 ▲ 2,755 ▲0.3% 792,734 ▲3.0% 750,889 ▲8.0%
高知市人口 321,999 330,654 8,655 2.7% 339,883 6.0% 337,672 5.0%
　  ５～９歳 16,383 15,333 ▲ 1,050 ▲6.4%14,916 ▲9.0% 14,107 ▲14.0%
    １０～１４歳 19,250 16,549 ▲ 2,701 ▲14.0%15,628 9.0% 14,699 ▲24.0%
    １５～１９歳 23,025 20,495 ▲ 2,530 ▲11.0%16,604 28 16,098 ▲30.0%
高知市以外人口 494,705 483,295 ▲ 11,410 ▲2.3% 452,851 ▲8.0% 413,217 ▲16.0%
　  ５～９歳 24,466 21,290 ▲ 3,176 ▲13.0% 17,677▲28.0%15,628▲36.0%
    １０～１４歳 29,800 24,658 ▲ 5,142 ▲17.3% 19,542▲34.0%16,867▲43.0%
    １５～１９歳 28,134 25,380 ▲ 2,754 ▲9.8% 18,687▲34.0%15,912▲43.0%
小学生児童数 53,857 45,409▲ 8,448▲16.0% 40,658 ▲25.0% 36,781 ▲32.0%
    高知市児童数 18,191 18,754 563 3.0%18,326 1.0% 17,284 ▲5.0%
　　高知市以外児童数 35,666 26,655 ▲ 9,011 ▲25.0%22,331 ▲37.0% 19,497 ▲45.0%
中学生生徒数 29,617 26,380▲ 3,237▲11.0% 21,138 ▲29.0% 19,073 ▲36.0%
    高知市生徒数 11,480 11,835 355 3.0%9,670 ▲16.0% 9,239 ▲20.0%
　　高知市以外生徒数 18,137 14,545 ▲ 3,592 ▲20.0%11,469 ▲37.0% 9,834 ▲46.0%
出所：日本統計協会「市町村の将来人口」、高知県学校基本統計のデータを利用
＊1995年の高知市並びに高知市以外の児童生徒数は推定
＊2010年及び2020年の児童生徒数は筆者の推計
2010年 2020年
人口予測  1995年～2000年の増
減
高知県の人口推移と学校規模の推定
１００歳以上
年　　齢
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